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開催日時 16：00ー17：30

講　　師 今田克己

出席者（敬称略・順不同）

【対面】　平田達也、清水太一、山本高之、
　　　　　　岡美奈、堤正一（以上関西理事）
【Web】　 大原勝哲、小濱博信、齋藤祐一、
            矢田修一郎

内　　容

※今回は新型コロナ禍が落ち着いたので、対面＋ZOOM＝HYBRIDで講義をおこなった。

●フィルムクリーニング (資料は３社）

(写真等)

● プリフォーム殺菌式無菌充填PETボトル飲料の充填システム

四国化工機（株）、GEA Procomac（伊）

講義の
状況

◇テーマ１「フィルムクリーニング」
内容：グラビア印刷では印刷速度１００ｍ／分、最速２００ｍ／分で大量生産でき、仕上がりも良
い。しかし、印刷立ち上げの調整のときの色調合わせや見当合わせなどでロスフィルムが数百ｍ
生じることも事実である。ロスの削減技術も進歩しているが、大半は焼却処分されている。このロ
スフィルムの印刷インキを剥離し、無地フィルムに戻して、再び、調整用のリードフィルムに使用す
る技術の紹介。
◇テーマ２「プリフォーム殺菌式無菌充填PETボトル飲料の充填システム」
内容：PETボトル入り飲料の充填は無菌充填が主流になりつつあるが、ほとんどが延伸ブロー後
の容器の状態で殺菌する方法である。この度、延伸ブロー前のプリフォームの状態での殺菌を事
業化した技術とメリット等を紹介する。合わせて、PETボトル成形、無菌充填包装の概要も基本情
報として押さえておく。

今田包装技術企画　代表　　（包装専士）

2023年5月25日

テーマ名

【パッケージングトピックスⅠ】
環境対応や生活者の利便性、事業者から
の提案など包装に関するトピック（話題）を
取り上げて紹介し、ディスカッション・情報
交換に繋ぐ。


